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抄録 

本稿では，Web ページの評判情報に着目した

クラスタリング手法についての提案を行う．本

研究では，Web 上のテキストに対して，テキス

ト中で感情や感性などの印象をあらわす語から

連想される色で索引付けし，それに基づいてク

ラスタリングを行った．これにより，印象によ

って Web ページを分類することを目指す．実際

に Web 上の書評 487 件に対して本手法を適用し，

その精度を確認した． 

1. はじめに 

本稿では，Web より収集した書評を対象とし

て，書評に含まれる語から連想された色を用い

る索引付けによって Web ページのクラスタリン

グを行った． 
Blog と呼ばれる Web サイトの形態が流行した

ことにより，様々な事象や製品に対して，多く

の個人の意見が Web を通じて得られるようにな

った．この Web サイト上の意見には利用者側，

開発者側ともに注目しており，実際に購入物の

決定や製品開発などに利用され始めている．こ

のような情報を評判情報と呼び，情報抽出には

それを専門に扱う研究がある．主に意見や見方

といった評判情報がどこに書かれているかをテ

キストから検索及び抽出し，それを分析するこ

とにより対象物自体の評価を行う研究である． 
本研究では評判情報の中でも文書中にあらわ

れた感情や感性などの印象を対象とした．また

印象を色として表現することを提案している．

印象は非常に抽象的な概念であり，特定の言葉

で表現することはとても難しい．本稿では，印

象を示す語から連想される色を用いることによ

って，印象を言葉に変換して扱うよりも直感的

な処理が出来るのではないかと考え，それによ

るクラスタリング手法を提案する． 
2. システム 

2.1. 適用データ 

杉田ら[5]が収集した Web 上の書評に対し，本 
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研究のシステムを適用した．文書は主に書籍等

に対しての書評で構成されており，単一の書籍

に対してだけではなく複数の書籍に対しての書

評も含んでいる．本研究では当該データに対し，

単一の書籍に関する書評のみを含む文書を手作

業で選別した．最終的にデータとして扱う文書

は 487 件である． 

2.2. 辞書 

事前に印象を示す語を登録した辞書を作成し

た．語は長町[6]の収集した感性ワード集と筆頭

著者が収集した語からなる 1171 件である．各語

には，連想される色を肯定と否定の場合に各々

１色ずつ対応付けている．表１は辞書の一部で

ある． 
表 1 作成した辞書の一部 

語 肯定の時の色 否定のときの色 

熱い #FF0000(明るい赤) #FF0000(明るい青) 

楽しい #FFCCFF(明るい黄) #333300(薄暗い緑) 

2.3. 色 

本研究で利用した色は，小林[7]が定義した，

人間がイメージとして感じる色 130 色から類似

色を排した 36 色である．また，語と色との対応

付けは，36 色のカラーテーブルと語を提示し，

一番妥当であると感じた 1 色を選んだ[8]． 

2.4. 索引付け 

2.1 にて選別を行った文書 487 件から，2.2 で

作成した辞書に基づいて索引を作成した．この

際，索引付けは辞書に登録されている語との完

全なマッチングのみにて行われ，形態素解析な

どは行っていない．また，索引付した語の前後

40 バイトに「ない」という表現が出現した場合

にのみ，否定表現として語を扱っている．その

後，同じく 2.2 の辞書を参照して，語に対応する

色で文書ごとに索引付けした． 

2.5. 文書間類似度の計算 

2.4 の索引付けから，色数に基づき 36 次元の

ベクトルでコサイン類似性尺度を用いて各文書

間の類似度を求めた．その際，後述のように tf
と idf の計算に倣って cf*idf を求め，文書内での
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色の出現頻度に基づく重み w を計算している． 
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2.6. クラスタリング 

2.5 で求めた文書間類似度に基づいて，文書ク

ラスタリングを行った．文書クラスタリングの

アルゴリズムに関しては a)単一リンク法， b)完
全リンク法， c)グループ平均法 を用いた．本稿

では後述の平均精度が最も高かった完全リンク

法について結果を述べる．クラスタリング処理

に関しては，各クラスタを併合する文書類似度

の閾値を定め，併合するクラスタが生まれなく

なった時点で処理を停止した． 

3. 結果と評価 

完全リンク法にて閾値を 0.5～1.0 まで 1/1000
刻みで変化させ，結果を求めた．クラスタ数に

大きな変動があった 6 箇所の閾値での各クラス

タ内文書に対して精度を判断した．精度の判定

は，まず筆頭著者が各クラスタ内文書を全て読

み，各クラスタの典型的な印象を理解した後に，

各クラスタ内の各文書の持つ印象がそれに適し

ているかどうかを判断することでクラスタ精度 P
を求めた．下式は精度を求めた際の式である． 

の文書数でのクラスタ　閾値

内文書適合数でのクラスタ閾値

    s 
     s    

L
L
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その閾値での全クラスタの精度を求めた後に，

クラスタ全体の平均精度を得た（表 2）．ここで

全クラスタ内文書数は，文書数 2 以上のクラス

タ内に存在する文書数の総計とし，同様にクラ

スタ数は文書数 2 以上のクラスタの数とする． 

表 2 精度の結果 

閾値 
平均精度

(％) 
全クラスタ内

文書数 
クラスタ数 

0.771 11.49213 238 62
0.818 12.95122 126 41
0.849 19.62121 69 22
0.874 31.52338 44 13
0.912 52.38095 23 7
0.955 66.66667 10 3

閾値が高くなり全クラスタ内文書が減少する

ほどクラスタ精度が上昇していることが表 2 に

見られ，文書間類似度が高ければ高いほど正し

く同種の印象を持つ文書が集まっていることが

観察された．また，クラスタ数が最大になる閾

値（0.771）では分類が非常に粗く，精度は低か

った．精度が高かったクラスタに含まれる文書

の多くでは，その印象がはっきりしており，多

くの語が索引付けの対象となっていた． 

4. 関連研究 

評判情報を扱う研究はいくつか行われている．

1 つは立石ら[1]や Turney ら[2]のように，機械

学習を用いて文書が対象物に対して好意的ある

いは否定的どちらに記述されているかを判断す

る研究である．また，Liu ら[3]は常識知と統計

的手法を用いて単一の語あるいは文をあらかじ

め決められた感情のカテゴリーに分類している．  

5. おわりに 

本稿は，テキスト中に表された印象という曖

昧な情報に基づいて文書をクラスタリングする

手法として，印象を表す語から連想される色を

用いて文書の索引付けを行う手法を提案した．

話題に基づく従来のクラスタリング手法や検索

と組み合わせることによる有効性も期待される．

今後は話題に基づくクラスタリングとの比較や

組み合わせ，また印象を表す語の中でも感情語

に注目したクラスタリングとの比較によって手

法の分析を行うことで，特徴の明確化や精度の

改善などを目指す予定である． なお，連想され

た色を利用した場合には，個人差が問題となり

得る．これに関して，現在本研究で用いた辞書

の妥当性や色の連想の個人差を調査するための

実験を行っている． 
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